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はじめに

「これまでに１ヵ月以上継続して薬を処方されたことがある」全国の20代～60代以上の男女1,021人を対象に、2014年7月25日～28日の期間、インターネット調査で実施



はじめに



飲み忘れによる影響

①治療効果が十分得られない

②病気の重篤化や合併症につながる

③残薬による医療費の無駄遣い



飲み忘れを防ぐための三種の神器

①薬をまとめて一包にする一包化

②お薬カレンダーなどに薬をセット

③薬の錠数や飲む回数を減らせる処方の整理



①一包化

服用時点が複雑な薬

1回に何種類も飲む

取り出すのが難しい 服用する時点ごとにまとめて
1包にする



①一包化

用法用量を間違えず
に服薬できる

メリット デメリット

PTPシートの
誤飲事故防止

介助を行なっている者
の負担が減る

調剤に時間がかかる

薬の名前がわかりくい

自己負担額が少し
増える

自分で薬の量の調節
ができない



42日分以下の場合 7日分ごとに34点（340円）
43日分以上の場合 一律240点（2400円）

ex)28日分の一包化 340円×4週間× 1割負担 約140円
2割負担 約360円
3割負担 約420円



②薬をセット

飲み忘れが増えた

薬を飲みすぎる

飲み間違える

薬が散らかり管理が不安



②薬をセット
～服薬支援ロボット～

設定した時間に
お知らせ

引き出しから1回分
の薬が出てくる

専用アプリと連携

声かけをして生活をサポート



②薬をセット
～服薬支援ロボット～

週1回セット

空ケースは戻せない

外出ボタンで薬取り出せる

1ヶ月間の服薬履歴



②薬をセット
～服薬支援ロボット～

決めた時間に自動で出てくる

設定した時間以外引き出せない

任意に入切りの設定できる

コードレス



②薬をセット

メリット デメリット

薬の飲み間違えを防げる

残りの薬が何日分あるか
わかりやすい

仕分け作業が面倒



③処方の整理

高齢者の安全な薬物療法ガイドライン2015



朝食直前
グルベス配合錠

昼食直前
グルベス配合錠

夕食直前
グルベス配合錠

朝食後
カンデサルタン錠8mg

夕食後
ロスバスタチン錠2.５mg

朝食直前
グルベス配合錠
カンデサルタン錠8mg

昼食直前
グルベス配合錠

夕食直前
グルベス配合錠
ロスバスタチン錠2.5mg



③処方の整理

メリット デメリット

コンプライアンス改善

服薬する錠数を減らせるかもしれない

服薬回数が減らせる

お薬代を安くできるかもしれない

副作用がどの成分で起こって
いるかわからない



まとめ

半数以上の人に残薬あり

一包化・薬をセット・処方整理することで、
飲み間違え、飲み忘れを防止

飲み忘れることで、治療効果不十分・医療費の無駄遣いに
つながる



薬剤師として正しく飲んでもらう
ために指導するだけでなく、何か
工夫をして正しく服用してもらう
必要があると思う。


